


将来の夢が

かなうといいね…

佐

井

小

学

輒
おくもと ゆう

ケーキやさん

さいとう たいき

りょうしさん

しなだ たまえ

スカートやさん

まやま こうき

サッカーのせんしゅ

さいとう あいり

おかしやさん

まさむら けいすけ

おすもうさん

よしだ まさのぶ

おしょうさん

わかやま ちか

かんごふさん

わだ けんじ

やきゅうのせんしゅ

いそかわ しょうた

だいくさん



かなざわ まりこ

かんごふさん

はせがわ たかひさ

やきゅうのせんしゅ

きい えいいちろう

だいくさん

たなぶ てつぺい

だいくさん

きのした えいじ

だいくさん

たてわき しほ

かんごふさん

たなか りえこ

かんごふさん

なかむら かい

サッカ ーのせんしゅ

原

田

小

学

校
さとう つばさ

サッカ ーのせんしゅ

よろずや はるな

かんごふさん

磯

谷

小

学

膕
いそかわ かずよ

やきゅうのせんしゅ

ふくだ さおり

かんごふさん

長

後

小

学

校
ほそま たくみ

たこやきやさん

福

浦

小

学

校
たなか かすとし

おすしやさん

牛

滝

小

学

糯
のむら こうじ

じゅうきのうんてんしゅ

ひらい なつみ

まんがか



新
し
く
転
任
さ
れ
て
き
た

先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す

づ焉

默

惠

‘
’

］ｔ
教 諭

こう さか たか ゆき
高 坂 隆 幸

蛎崎小 より

教
や
７

もとな
よ

二
山 本 直 子

奥戸小より

佐
｛
井
｛
中
｛
学
｛
校

校 長

にい やま つよし
新 山 剛

大 湊 中 よ り

原
｛
田
｛
小
｛
学
｛
校

校 長

なめ かた ただし
行 方 忠

松 原小（弘前市）より

教 諭

せき まさ あき
関 政 明

脇野沢小 より

磯
谷
小
中
学
校

教 頭

さ さ き しよう こ
佐 々 木 昭 子

川 内 中 よ り

教 諭

さい とう あき ひろ
斎 藤 明 広

田名部中より

教

す
７

はらけんいちろう
杉 原 憲 一 郎

む つ 中 よ り

教 諭

たん どう ひろ ふみ
丹 藤 博 文

易 国間小 より

教

よ
で

ゃま ひと し
横 山 仁 志

第二 田名 部小より

講 師

み かみ せつ と
三 上 節 人

大畑中 より

講師
ひぐちたかこ
樋 口 太香子

長
後
小

中
学
校

教 頭

き むら ただし
木 村 正

城 ヶ 沢 小 よ り

教 諭

たね いち ゆう こ
種 市 優 子

牛 滝中より

教

あ
で

ゃ いく こ
秋 谷 育 子

佐井小 より

福
浦

小

中
学

校
教 頭

もり やま ふみ とし
森 山 文 敏

むつ中 より

講 師

まつ した つとむ
松 下 努

牛
滝
小

中

学
校

講 師

く どう のり こ
工 藤 範 子

風 間浦 中より

講 師

かわむら あ さ こ
川 村 亜 砂 子

小 田 野 沢 小 よ り



本年度、新たに採用された

職員、転入してきた職員を

紹介します。

倉 光 力

教 育 委 員 会

社会教育課主査

（県教育庁から派遣）

① ７月 ６ 囗②弘 前 市③妻、１

男 １女 ④ ゴルフ、テニス⑤りっ

ぱに成 長した１２年前 の教え子

達に負けないようがんばります。

毛 内 博

役 場

企画調整課主事

（県庁から派遣）

① ５月１９日 ②弘 前市 ③妻、１

男 工女 ④ウォーキング、旅 行⑤

村 の発展のお役 に立てるよう、

微力ですが全力で頑張ります．／

東 出 尚 哉

役 場
建設課主事
（新採用）

①５月２８囗②糠森③父、母④

ドライブ⑤“真の公僕”を常に

考え一日一日を大事にしてい

きたいと思います。

宮 川 尚 美

役 場
財政課主事補
（新 採 用）

①５月２８日②糠森③父、母④

書道、音楽鑑賞③仕事を覚え

るようがんばります。ご指導

よろしくお願いします。

柳 田 陽 子

役 場

住民福祉課保健婦

（新 採 用）

①２月２５囗②糠森③父、母④

ピアノ⑤精一杯頑張りますの

で、住民の皆様よろしくお願

いいたします。

プロフィール

①誕生日②出身地③家族

④趣味⑤本人より一言



～ あなたの声を行政に ～

壜喬佶の舘
平
成
九
年
度
か
ら
福
浦
小
中
学
校
の
隣
接
地
に
地
区
集
会
施

設
及
び
村
内
の
芸
能
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
す
る

多
目
的
集
会
施
設
（
歌
舞
伎
の
館
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
、
建
築
費
、
駐
車
場
整
備
費
、
用
地
取
得
費
な

ど
約
三
億
円
を
見
込
み
、
平
成
十
一
年
十
二
月
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

「
歌
舞
伎
の
館
」
は
床
面
積
五
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
木
造

平
屋
建
て
歌
舞
伎
等
を
上
演
す
る
舞
台
や
約
三
百
人
規
模
の
観

劇
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
ほ
か
、
ロ
ビ
ー
に
は
映
像
設
備
や
芸

能
文
化
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
佐
井
村
の
郷
土
芸
能

や
文
化
、
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
佐
井
村
の
観
光
拠
点
施
設
津
軽
海
峡
文
化
館
と
仏
ヶ
浦

を
結
ぶ
中
間
地
点
に
位
置
す
る
「
道
の
駅
」
的
な
役
割
を
併
せ

も
つ
施
設
で
、
国
土
庁
の
交
流
円
滑
化
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
よ

り
整
備
す
る
も
の
で
、
百
余
年
の
歴
史
と
定
期
的
に
上
演
活
動

を
続
け
て
い
る
「
福
浦
の
歌
舞
伎
」
を
有
す
る
福
浦
地
区
に
建

設
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
中
山
間
地
域
の
魅
力
あ
る
芸
能
文
化
を
都
市

住
民
に
提
供
し
な
が
ら
人
と
人
と
の
交
流
を
促
進
し
、
新
し
い

形
で
の
地
域
お
こ
し
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
観
光
資
源
と

し
て
も
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

佐
井
村
の

歌
舞
伎
の
あ
ゆ
み

佐
井
村
に
歌
舞
伎
が
伝
承
さ
れ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
文
化
十
三

年
（
約
百
八
十
年
前
）
に
作
ら
れ

た
「
御
芝
居
控
」
（
牛
滝
坂
井
家

文
書
）
で
す
。

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
七
十
年
後
の

明
治
二
十
年
、
上
方
か
ら
来
村
し

た
と
い
わ
れ
る
地
回
り
の
役
者
中

村
菊
五
郎
・
菊
松
夫
妻
が
矢
越
と

磯
谷
の
人
た
ち
に
歌
舞
伎
を
教
え

け
じ
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
両
地
区
の
人
た
ち
が

歌
舞
伎
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を

見
て
明
治
二
十
三
年
、
当
時
十
四

戸
で
あ
っ
た
福
浦
地
区
の
人
た
ち

が
中
村
菊
五
郎
夫
妻
を
招
き
、
二

人
は
二
年
間
に
わ
た
っ
て
歌
舞
伎

を
伝
承
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
青
森
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
「
福
浦
の
歌
舞
伎
」
の

は
じ
ま
り
で
す
。

伝
承
以
来
百
数
年
を
経
た
福
浦

の
歌
舞
伎
で
す
が
、
今
日
ま
で
順

調
に
保
存
・
伝
承
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
年
代
の
は
じ
め
に
は

出
稼
ぎ
が
増
え
、過
疎
化
が
進
み
、

上
演
が
途
絶
え
る
寸
前
ま
で
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。



交流円滑化推進モデル事業

歌舞伎の館 完成予想図

歌舞伎の館

昭

和

四

十

六

年

、

地
区

の

総

会

で

歌

舞

伎

の

保

存

に

つ

い
て

本

格

的

な

検

討

が

加
え

ら

れ

、

地

域

の

文

化

と

し

て

の

意

義

が

住

民

の

中

で

真

剣

に

話

し

合

わ

れ

ま

し

た

。

こ

の

結

果

、

福

浦

芸

能

保

存
会

が
結

成

さ

れ

、

今

日

ま

で

伝

承

さ

れ

て

き

て

い
ま

す

。

県

内

で

歌

舞

伎

が

伝

承

さ

れ

て

い

る

の
は

下

北

半

島

だ

け

で

、

む

つ
市

の
與

内

歌

舞

伎

は

十

八

年

ぶ

り

に

復

活

し

て

い
ま

す

。

昭

和

五

十

年

代

ま

で

上

演

し

て

い
た

「
矢

越

の
歌

舞

伎

」

も

地
区

の
有

志

に

よ

り

復

活

さ

せ

よ

う

と

い
う

機

運

が

芽

生

え

て

き

て

い
ま

す

。伝

統

芸

能

の

保

存

・
伝

承

に

は

後

継

者

の

確

保

と

い
う

課

題

が

っ

き

ま

と

い
ま

す

。

過

疎

化

が

進

む

中

で

こ

の

課

題

を

解

決

し

て

い
く

こ

と

は

並

大

抵

の

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

さ

ら

に

、

一

旦

途

絶
え

た

芸

能

を

復

活

さ

せ

る
こ

と

も

ま

た

多

く

の
労

力

が
必

要

と

な

り

ま

す

。

地

域

の

文

化

と

し

て

の

芸

能

に

つ

い
て

み

ん

な

で

考

え

て

み

ま

せ

ん

か

。

村

民

の

皆

さ

ん

の

ご
意

見

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い
。

葉

書

、

封

書

、

電

話

で

も

結

構

で

す

。

担

当

社

会

教

育

課

昔
⑨

４
ｒ
Ｄ
Ｏ

βｎ
）

福浦の歌舞伎食談義

定期上演・公演活動

後継者育成活動



保健碌痂より

村 の保健衛生

の状況について

～Ｐａｒｔ２～

今
年
度
も
四
月
十
三
日
の
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
皮
切
り

に
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
体
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
検
診
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
三

十
歳
以
上
の
女
性
、
基
本
健
康
診

査
、
胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診
は

四
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
～
四

十
歳
未
満
の
方
や
「
お
し
ら
せ
」

が
渡
ら
な
か
っ
た
方
な
ど
、
ど
な

た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
を

希
望
す
る
方
は
、
地
区
保
健
協
力

員
ま
た
は
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
に
自
信
が
あ
る
人
ほ
ど
、

体
へ
の
配
慮
を
欠
き
、
無
理
を
重

ね
が
ち
で
す
。
こ
の
状
態
が
続
く

と
、
知
ら
な
い
閧
に
病
気
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健

診
は
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
健
康

づ
く
り
を
は
じ
め
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受

け
、
常
に
自
分
の
健
康
状
態
を
把

握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
は
こ
こ
で
、
平
成
九
年
度
の

検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定

さ
れ
た
方
々
（
精
検
者
）
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
各
検
診
の
精
検
者
の
状
況

●平成９年度がん検診における要精検者数

②
各
検
診
の
精
検
結
果

毎
年
精
検
者
の
中
か
ら
二
上

二

大
の
が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
の

ほ
と
ん
ど
は
早
期
が
ん
で
、
治
療

に
よ
り
今
も
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

九
年
度
の
精
検
結
果
は
、
胃
が

ん
検
診
で
は
胃
炎
が
全
体
の
五
割

（
二
十
五
人
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
で
は
、
乳
腺
症
や
甲

状
腺
腫
が
約
三
割
で
し
た
。

●胃がん（要精検者数 １０６人） ●肺がん（要精検者数 ２９人）

●乳がん（要精検者数 ４２人） ●子宮がん（要精検者数 ２人） ●大腸がん（要精検者数 ３４人）

※ 要精検者数は平成８・９年度分です。



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

≪機構図≫ Ｃぁ ｔ ｔ ぅ〕

会 長 理 事 １３名

福 田 梅 吉
に 諮

事 務 局 長 品 田 稔

詰 瑟
Ｈ ｉ

関 ｔ モ

福祉活動専門員 瀬 原 富 貴 子

事 務 員 金 沢 鈴 子

ホームヘルプサービス

主任ホームヘルパー 横 浜 千 代 子

ホームヘルパー 館 脇 美 雪

〃 西 谷 れい 子

〃 岡 村 淳 子

〃 吉 浦 恵 子

〃 樋 口 公 子

高 齢 者 生 活 福 祉 セン タ ー

※基本部門 生活指導員 柳 谷 哲

看 護 婦 田 中 み ゆ き

寮 母 大 坂 淳 子

ク 渋 谷 敏 子

※通所部門 調 理 員 川 島 明 子

介 貽 員 和 田 さ と み

※訪問部門 運 転 手 若 山 明 生

看 護 婦 山 田 厚 子

介 貽 員 木 部 静 子

調 理 員 松 谷 ハ ナ

ク 木 部 啓 子

；ｉｌ居住部門 生活援貽貝 太 田 美 穂 子

在宅介護支援センター

社会福祉主事 宮 木 岳

看 護 婦 大 久 保 淳 子

平

成

十

年

度

予

算
決

ま

る

三
月
二
十
七
日
開
催
の
評
議
員

会
で
平
成
十
年
度
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
的
確
に
質
の
よ
い

サ
ー
ビ
ス
を
、
安
心
し
て
気
軽
に

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
整
備

と
、
暖
か
い
思
い
や
り
と
連
帯
感

に
満
ち
た
住
民
参
加
型
の
地
域
福

祉
活
動
の
充
実
発
展
に
努
め
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
、
次
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

一
、
地
域
福
祉
事
業

ド
福
祉
活
動
専
門
員
設
置

口
企
画
・
広
報

］
心
配
ご
と
相
談
所
運
営

四

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及

二
、
共
同
募
金
配
分
金
事
業

］
」
福
祉
入
門
教
室

ロ

ク
リ
ス
マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ
ス

目
子
供
体
験
教
室

四

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
指
定

三
、
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

四
、
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

五
、
受
託
事
業
の
推
進

】
」老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

⊇

咼
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
業
務

日
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

拊
福
祉
安
心
電
話
管
理
運
営
事
業

㈲
地
域
福
祉
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

㈹
生
活
福
祉
資
金
貸
付
業
務

収 入 の 部 （単位：千円） 支 出 の 部 （単位：千円）

あ
た
た
か
い
ご
寄
付

あ
り
＊
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
九
年
十
月
？

平
成
十
年
三
月
末
）

加
藤

秀
夫
様

二
万
円

イ
ト
ウ
ス
ポ
ー
ツ
杯
第
三
回
北
通

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
様

一
万
円

田
中

正
勝
様

三
万
円

大
石
健
次
郎
様

一
万
五
千
円

青
森
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
様

二
千
円

佐
井
村
飲
食
店
組
合
様

一
万
円

地
域
婦
人
団
体
連
合
会
様

二
万
円

正
村

誡
一
様

十
万
円

川
岸
キ
ヨ
子
様

十
万
円

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
付
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
あ
す
な

ろ
″
に
専
用
電
話
番
号
が
で
き
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昔

⑩

４

２

６

８



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

今
回
で
百
回
目
を
迎
え
た
こ
の

運
動
も
、
期
間
中
、
特
に
事
故
も

な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
去
る
三
月
議
会
で
「
交

通
安
全
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

村
が
交
通
事
故
の
な
い
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
取
り
組

む
第
一
歩
と

い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
い
つ
も
と
は
少
し
違
う
感
じ

が
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
運
動
期
間

を
中
心
に
行
っ
た
主
な
行
事
に
つ

い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

一

三
月
二
十
六
、
三
十
一
日

「
街
道
の
空
缶
、
ご
み
拾
い
」

雪

ど
け
と
共

に
顔
を
出
す

の

は
、
道
路
わ
き
の
空
缶
、
ご
み
の

行
列
で
す
。

母
の
会
で
は
、
子
ど
も
だ
ち
と

一
緒
に
「
川
目
～
診
療
所
」
「
小

学
校
～
矢
越
」
の
空
缶
、
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

日
頃
、
家
庭
で
も
お
手
伝
い
を

す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
両
日
と
も
張
り
切
っ
て

手
伝
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
が
い

ま
し
た
。
そ
の
手
伝
っ
て
く
れ
た

子
ど
も
達
か
ら
感
想
文
が
届
い
て

い
ま
す
。

～

空

缶

、
ご

み

拾

い

に

参

加

し

て

～

坪
谷

政
人

思
っ
た
よ
り
缶
が
た
く
さ
ん
落

ち
て
い
て
、
ゴ
ミ
袋
十
五
個
く
ら

い
も
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
十
人
、

母
の
会
十
人
で
や
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
く
た
く
た
に
疲
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
絶
対
に
ポ
イ
捨
て
は

し
な
い
で
ほ
し

い
と
思

い
ま
し

た
。
あ
と
、
手
の
に
お
い
が
と
て

も
臭
か
っ
た
で
す
。

坪
谷

秀
樹

い
つ
も
バ
ス
や
車
で
通
る
道
を

歩
い
て
、
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
、
ぼ
く
も
ポ
イ
捨
て
を

し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
き

ち
ん
と
ご
み
箱
に
入
れ
よ
う
と
思

い
ま
す
。
終
わ
っ
て
か
ら
ジ
ュ
ー

ス
と
信
号
も
ち
を
も
ら
っ
て
ク
イ

ズ
を
し
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

■
四
月
一
日

「
反
射
材
効
用
Ｐ
Ｒ

夜
間
パ
レ
ー
ド
」

村
で
昨
年
、
二
年
連
続
で
発
生

し
た
交
通
死
亡
事
故
は
、
い
ず
れ

も
夜
に
お
き
だ
も
の
で
す
。

一
見
、

～
こ
ん
な
も
の
が
…
…
…
～

と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
小
さ
な
反
射
材
が
、
実
は
あ
な

た
の
生
命
を
守
っ
て
く
れ
る
の
で

す
。こ

の
反
射
材
の
効
果
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
、
佐
井
消
防
分
署
前
～

古
佐
井
東
出
商
店
前
ま
で
総
勢
七

十
名
を
越
え
る
方
が
参
加
し
て
、

夜
間
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
隊
が
家
の
前
を
通
る
と
外

に
出
て
反
射
材
の
効
果
を
見
る
人

も
い
て
、
こ
の
重
要
性
を
理
解
し

て
く
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
今
年
度
、
全
世

帯
に
反
射
ベ
ル
ト
を
配
布
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
是
非
、

着
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
左
の
絵
が
反
射
ベ
ル
ト
で
す
。

■
四
月
五
日

「
新
入

学
児

童
家

庭
訪

問
」

四
月
は
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

が
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
学
校
に

入
学
す
る
時
期
で
す
。

そ
の
か
わ
い
ら
し
い
新
入
学
児

童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

チ
ラ
シ
と
信
号
の
色
を
し
た
ベ
コ

も
ち
、
足
型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を

袋
に
入
れ
て
、
新
入
学
児
童
の
各

家
庭
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、

・
車
に
気
を
つ
け
て
通
学
す
る
よ

つゝ
に
！

・
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
！

と
願
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
楽

し
い
学
校
生
活
が
始
ま
る
の
で
、

元
気
に
通
学
し
て
ほ
し
い
で
す
。



駐
在
所
だ
よ
リ

５

月

号

ＴＥＬ３８－２２１８

シートベルトは、あなたの命

を守るためのものです。誰のた

めでもありません。確実に着用

しましょう。

一

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

五
月
は
新
入
生
も
登
校
に
慣
れ

気
が
ゆ
る
ん
で
く
る
時
期
で
す
。

そ
こ
で
、
子
惧
た
ち
の
登
下
校

の
時
に
子
供
た
ち
を
見
か
け
た
ら

「
車
に
気
を
付
け
て
ね
」

と

匸
尸
か
け
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

子
供
た
ち
の
注
意
力
は
大
人
の

半
分
に
も
満
た
な
い
の
で
、
急
に

飛
び
出
し
た
り
す
る
の
で
す
。

一
声
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
の
「
車
に
気
を
つ
け
よ
う
」

と
い
う
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
、
子
供
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

事

件

連

続

盗

難

事

件

発

生

中

が

本
年
の
二
月
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
連
続
し
て
漁
港
内
の
磯
船
か

ら
混
合
油
入
り
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン

ク
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

被
害
は
下
風
呂
漁
港
か
ら
福
浦

漁
港
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
だ
っ
て

お
り
、
大
間
警
察
署
で
は
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

●
漁
港
に
不
審
な
車
が
い
た

●
見
な
れ
な
い
者
が
う
ろ
つ
い

て
い
た

●
空
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
見

つ
け
た

等
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
佐

井
駐
在
所
ま
た
は
大
間
警
察
署
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
皆
様
の
協
力

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
井
駐
在
所
昔
⑩
２
２
１
８

大
間
警
察
署
昔
⑤
２
２
１
１

ま
だ
未
検
挙
の
オ
ウ
ム
真
理
教

関
係
警
察
庁
特
別
指
名
手
配
被
疑

者
で
す
。
旅
の
人
で
「
ど
う
も
様

子

が
お
か
し
い
。
人
目
を
気
に
し

て
い
る
。」
者
を
見
か
け
た
ら
ご

一
報
お
願
い
し
ま
す
。

警 察 庁 特 別 手 配

菊地 直子 平田 信 高橋 克也

巡

回

連

絡

に

ご

協

力

を

１
・

担
当
の
警
察
官
が
皆
さ
ん

の
お
宅
な
ど
を
訪
問
し
て
、

皆
さ
ん
か
ら
得
た
意
見
・
要

望
に
応
え
る
活
動
を
行
い
ま

す
の
で
訪
問
の
際
は
お
気
軽

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

新

任

挨

拶

佐
井
警
察
官
駐
在
所
長

警
部
補

長

谷
川

悟

こ
の
た
び
の
異
動
に
よ
り
、
佐

井
村
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

出
身
地
は
金
木
町
で
、
妻
、
長

男
（
佐
井
小
一
年
生
）
、
長
女

三

才
）
の
四
人
で
赴
任
し
ま
し
た
。

趣
味
は
釣
り
で
す
。

今
回
赴
任
し
て
水
道
の
水
が
お

い
し
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
山
あ

り
海
あ
り
川
あ
り
で
自
然
が
豊
か

で
あ
る
点
か
ら
見
れ
ば
当
然
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。
佐
井
村
の
歴
史

と
伝
統
、
豊
か
な
自
然
に
も
触
れ

て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
前
任
者
同
様
に
皆
様
方

の
ご
協
力
を
頂
き
、
事
件
事
故
の

な
い
明
る
い
村
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



わいどの広場

へ き 地 保 育 所 入 所 式

四

月
二
日

、

春

と
は

い
え

雪

の
降

る
肌

寒

い
中
、
牛

滝

交

流
促
進

セ

ン

タ
ー
で
入

所

式

が
行
わ

れ
ま

し

た
。

今

年
は

入
所

児

童
十

六
名

（
未

就
学
児

童

十

名
、

就

学

児

童

六
名

）

で
の

ス

タ
ー
ト

と
な

り
ま

し

た
。
式

で

は
村

長
他

来
賓

の
沮

か

い
励

ま
し

の
こ

と

ば
に

、
こ

れ

か
ら
始

ま

る
一
年

間

に
心

改
ま

る

も

の
を

感
じ

ま
し

た

。

二

年

目
を

迎
え

る
牛

滝

保

育
所

で

す

が
、
子

ど

も
た

ち

一
人

一

人

が
、
生

き
生

き

と

輝
け

る
、
そ

ん
な

場

で
あ
り

た

い
と
願

っ

て

い
ま
す

。

福 祉 入 門 教 室

福
祉

入
門

教
室

が
福

浦
地

区

に

つ
づ
き

原
田

地
区

生
活

改

善
セ

ン

タ
ー
で

肌
寒

い
中

約

二
十

名

の
方

が
参
加

さ

れ

福
祉

に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

ビ

デ
オ
上

映
を

は
じ

め

講

師
に
佐

井
診

療
所

所
長

中
村

美

徳
先

生

か
ら

、
佐
井

村

で

利

用

で
き

る
福
祉

サ

ー

ビ
ス

の
概
要

に

つ

い
て
な

ど
有

意

義
な

話

が
あ
り

、
参
加

者

は

熱
心

に
受

講
し

て
い
ま
し
た
。

社

会
福
祉

協

議
会

で
は

、

福
祉

に
関
心

を

持

っ
て

い
た

だ
く

た

め
に
、
今

後

も
こ

の

教
室

を
開
催

し

た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

山 火 事 防 止 パ レ ー ド

四

月
二

十
三

日

（
木

）
下

北
管

内

一
斉

に
、

山
火

事
防

止

パ
レ

ー

ド
が
実

施
さ

れ
ま

し
た

。

佐

井
村

で

は
、

役
場

、
消

防
分

署

な
ど

、
四

団
体

が
参

加
し

、
山

火
事

注

意

の
呼

び

か
け

を
し

ま
し

た

。

春

は
、

空
気

が
乾
燥

し
山

火
事

が
発

生
し

や

す

い
時
期

で
す

。

昨

年
佐

井
村

で

は
、

一
件

の
山

火
事

が
発

生

し
て

い
ま

す

。
山

で
は

、
た

き
火

、

た

ば
こ

に
十

分

気
を

つ
け

、
山

火
事

を
出

さ
な

い
よ
う

注
意

し
ま

し

ょ
う

。

い 卜 も 蒔 き

雪
が
消
え
て
、
地
面
が
暖

か
く
な
っ
て
く
る
と
、
何
だ

か
落
ち
着
か
な
く
て
・
…

そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
今
年

の
仕
事
、
ま
ず
手
始
め
は
、

い
も
蒔
き
か
ら
。

山
辺
の
道
は
行
き
違
う
人

が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
ふ口ヽ
つ
。

大
地
の
恵
み
を
信
じ
、
遠

く
に
住
む
、
子
や
孫
に
、
じ

い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
が
作
っ
た

じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
だ
け
。
よ
ろ
こ
ぶ
顔

を
見
た
い
だ
け
。

春
は
い
い
な
あ
。



ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

佐
井
会
場
の
部
参
加
者
募
集

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
に
よ
る
第
十
五
回
全
国

一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
佐

井
会
場
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
佐
井
～
古
佐
井
の
コ
ー
ス

五

キ
ロ
程
度
）
を
四
～
六
人

の
グ
ル
ー
プ
で
ク
イ
ズ
を
解
い

た
り
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
歩
く

競
技
で
す
。

一
人
で
参
加
さ
れ
て
も
、
グ

ル
ー
プ
や
家
族
で
参
加
さ
れ
て

も
結
構
で
す
。

み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
自
分

の
村
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
時

五
月
十
七
日
（
旦

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

（
小
雨
決
行
）

○
集
合
場
所

し
お
さ
い
公
園

Ｏ

王
催

齟
日
本
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
協
会

○
参
加
費

一
人
二
百
円
（
損

害
保
険
含
）

○
参
加
者
は
弁
当
持
参
の
こ
と

参
加
者
全
員
に
は
完
歩
証
、

参
加
賞
を
さ
し
上
げ
ま
す
。又
、

入
賞
者
に
は
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

ふ
る
っ
て
の
応
募
を

昭
和
５６
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
海
版
の

。植
樹
祭
口
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
本
年
は

徳
島
県
鳴
門
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

本
年
も
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
多
く
の
方
々
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・

題
材

水

産

業

な

ら

び

に
海

と

そ

の
生

活

に

関
す

る
も

の

。

漁

業

、

漁
港

、

市

場

、

海
浜

、

漁

村

風

景

、

海

の
生

物

に
関

す

る

も

の

。

・

部
門

中

・
高

・

一

般

・

応

募

締

切

平

成

１０

年

７

月

３１

日

（
月

）

必

着

・

問

い
合

わ

せ

役

場

農
林

水

産

課

水

産

係

昔
⑩
ｎ
乙
１
１

１

お知らせ

コーナー

ご
み
の
出
し
方
工
夫
し
ま
し
よ
う

一
人
一
人
が
心
が
け
て

一
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

ご
み
焼
却
時
に
発
生
し
、
猛
毒

で
発
ガ
ン
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
。

昨
年
十
二
月
十
八
日
に
村
の
ご

み
焼
却
場
で
測
定
さ
れ
た
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
排
出
濃
度
は
、

匸
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
十
一
ナ
ノ
グ
ラ

ム
（
一
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
、
十
億
分

の

匸

で
し
た
。

こ
れ
は
、
厚
生
省
が
定
め
る
基

準
値
八
十
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
排
出
濃
度
が
基
準
値

を
上
回
る
と
、
焼
却
炉
の
運
転
停

止
や
施
設
の
構
造
基
準
の
見
直
し

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

①

水
気
の
多
い
ご
み
は
、
な

る
べ
く
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出

し
ま
し
ょ
う
。

②

ポ
リ
袋
等
は
使
わ
ず
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
入
れ
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

③

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
不
燃
物

と
し
て
扱
い
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と

に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
排
出
量

を
少
し
で
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

二

、

家

庭
ご

み

を減

ら

し

ま

し

ょ
う

近
年

、
各

家

庭

か

ら
排

出

さ

れ

る

ご

み

は

増
加

す

る

傾
向

に

あ
り

ま

す

。

ご

み

が

増
え

る
と

、

ご
み

焼
却

炉

の

老

朽
化

や

、
不

燃

物

処

理

場

の

耐
用

年

数

が

縮
ま

る
こ

と

に

つ

な

が

り

ま

す

の

で

、
次

の
こ

と
を

実

践

し

て

ご

み

の
量

を

で
き

る
だ

け

減

ら

し

ま

し

ょ
う

。

①

再

利
用

で
き

る

容

器

を

使

用

し

、

な

る

べ

く

詰
替

用

品

を

使
用

し

ま
し

ょ
う

。

②

冷

蔵

庫

、

洗

濯
機

な

ど

の

粗

大

ご

み

は

、

購
入

店

に
引

き

取

っ

て

も

ら

い

ま

し

ょ

う

。
（
有
料

）

③

買

い

物
を

す

る
と

き

は
、

必
要

か
不

必
要

か
じ

っ
く

り

考
え

ま

し

ょ
う

。

④

長
年

の

使
用

を

考

え

て
、

物

は
大

切

に
し

ま
し

ょ
う

。

⑤

ス

ー

パ
ー
等

に

設
置

し

て

あ

る
資

源

回
収

箱
を

利

用

し

ま

し

よ

つヽ
。

・

問

い
合

わ

せ

役
場

住
民

福
祉

課
保
健
衛
生
係
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⑨
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むつ科学技術館情報 昔⑥２０９１

ゴールデンウィーク中（５／３～５／５）特別イベントを行います。
参加は自由です。ふるって、ご参加ください。

◆オリジナルバッチを作ろう ／（１３畤～）

プラスチックの板に好きな絵を描けばＯＫ

◆ＭＳＭ探求コーナー

★超 低温の世界を調べよう 印 時～ ）

液体窒素 による不思議な世界

★ミ クロの世界を調べよう（１３時～ ）

顕 微鏡で見る未知の世界



海

難

死

亡

事

故

多

発

救
命
衣
着
用
を

今
年
、
一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
県
内
所
属
漁
船
の
海
難
死
亡
事

故
が
相
次
い
で
発
生
し
、
こ
の
三
か

月
で
死
者
・
行
方
不
明
者
が
す
で

に
十
三
人
に
の
ぼ
り
、
過
去
五
年

間
で
最
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
月
に
択
捉
島
沖
で
八
戸
市
の

漁
船
が
転
覆
し
、
七
人
の
死
者
・

行
方
不
明
者
が
出
た
ほ
か
、
山
口

県
沖
で
大
畑
町
の
イ
カ
釣
り
漁
船

が
遭
難
し
父
子
が
行
方
不
明
、
三

月
に
は
、
小
泊
村
沖
で
三
人
が
死

亡
す
る
な
ど
異
常
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
県
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、

地
理
的
に
気
象
や
海
象
な
ど
大
変

厳
し
い
漁
業
環
境
下
で
の
操
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
尊

い
人
命
と
貴
重
な
財
産
を
失
な
う

こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
気
候
も
良
く
な
り
釣
り

に
出
掛
け
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
次
の
こ
と
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

二

救
命
衣
を
漁
船
に
常
備
し
、

着
用
を
徹
底
す
る
こ
と
。

二
、
帰
港
時
間
や
操
業
の
位
置
な

ど
定
期
的
に
連
絡
す
る
こ
と
。

三
、
機
関
や
無
線
機
な
ど
の
点
検

を
出
漁
前
に
必
ず
行
う
こ
と
。

四
、
気
象
通
報
等
に
十
分
注
意
し

て
無
理
な
出
漁
は
し
な
い
こ
と
。

五
、
航
海
中
は
必
ず
見
張
り
を
す

る
こ
と
。

国

民

年

金

納

付

組

織

加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
と
違
い
、
自
分
で

年
金
に
関
す
る
各
種
の
届
出
や
、

保
険
料
の
納
付
の
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
「
役
場
が
遠

い
」

と
か
、「
忙
し
い
≒

つ
い
忘
れ
た
」

な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
を
納
め

忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
お
住
ま
い
の
地
区

の
納

税
貯
蓄
組
合
や
婦
人
会
な
ど
の
納

付
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
組
合
に
加
入
す
れ
ば
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
も
な
く
、
自
分

の
年
金
を
確
保
し
て
、
明
る
い
将

来
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

と

税

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

【
毎
月
の
源
泉
徴
収
】

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
毎
月
給
与
の

支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
は
、「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」
に

よ
っ
て
求
め
た
所
得
税
額
が
源
泉

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
特
別
減
税
】

平
成
十
年
分
の
所
得
税
に
つ
い

て
は
、
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
、

平
成
十
年
二
月
以
後
最
初
に
支
払

わ
れ
る
給
与
の
源
泉
徴
収
税
額
か

ら
特
別
減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

「
年
末
調
整
」

そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
の
支
払

い
を
受
け

る
と
き

に
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
の
合
計
額
と
、
年
間
の
給
与
総

額
に
対
す
る
年
税
額
と
の
過
不
足

額
が
精
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
精
算
手
続
き
を
「
年
末
調

整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

丶

○

し

平

成

十

年

度

の

標

準

地

の

評

価

額

公
開
し
ま
す

平
成
十
年
度
土
地
の
価
格
の
下

落
修
正
後
の
宅
地
の
評
価
額
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
公
開
し
ま
す
。

〒

㎡
当
り
価
格
）

二

大
佐
井
仲
町
通
り

一
八
、
九
〇
〇
円

二
、
大
佐
井
浜
町
通
り

一
四
、
七
〇
〇
円

三
、
古
佐
井
川
原
町
通
り

コ
ニ
、
五
〇
〇
円

四
、
古
佐
井
大
瀬
戸
付
近

匸

气

○
○
○
円

五
、
大
佐
井
新
町
通
り

八
、
一
〇
〇
円

六
、
糠
森
大
佐
井
橋
付
近

七
、
〇
〇
〇
円

七
、
古
佐
井
大
町
通
り

六
、
八
〇
〇
円

八
、
糠
森
役
場
付
近六

、
一
〇
〇
円

九
、
古
佐
井
川
目
保
育
所
付
近

六
、
〇
〇
〇
円

十
、
大
佐
井
川
目
診
療
所
付
近

五
、
六
〇
〇
円

十

二

八
幡
堂
八
幡
宮
付
近

五
、
四
〇
〇
円

十
二
、
黒
岩
黒
岩
橋
付
近

四
、
四
〇
〇
円

圭

二
、
原
田
漁
協
支
所
付
近

四
、
一
〇
〇
円

十
四
、
湯
ノ
川
越
青
年
会
館
付
近

三
、
八
〇
〇
円

十
五
、
大
佐
井
川
目
川
目
橋
付
近

三
、
二
〇
〇
円

十
六
、
磯
谷
集
会
所
付
近

三
、
四
〇
〇
円

十
七
、
長
後
長
後
橋
付
近

二
、
八
〇
〇
円

十
八
、
福
浦
川
目
集
会
所
付
近

二
、
七
〇
〇
円

十
九
、
牛
滝
小
中
学
校
付
近

二
、
一
〇
〇
円

二
十
、
野
平
海
峡
ラ
イ
ン
入
口
付
近

二

六
〇
〇
円

固
定
資
産
税
二

期
分
）と
軽

自
動
車
税
の
納
入
期
限
は
、

六
月
一
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
納
入
し
ま
し
ょ
う
／

携

帯

電

話

か

ら

の

１１９

番

な

る

べ

く

控

え

て

平

成

十

年

三

月

一

日

か

ら

、

携

帯

電

話

（
Ｐ

Ｈ

Ｓ

を

除

く

）

や

自

動

車

電

話

か

ら

の

一

一

九

番

通

報

が

可

能

と

な

り

ま

し

た

。

た

だ

し

、

村

内

か

ら

の

携

帯

電

話

等

に

よ

る

通

報

は

、

函

館

消

防

本

部

に

つ

な

が

り

、

そ

の

後

地

元

の

消

防

機

関

に

伝

達

さ

れ

る

仕

組

み

に

な

っ

て

い

ま

す

の

で

、

消

防

車

や

救

急

車

が

出

動

す

る

ま

で

多

少

の

時

間

が

か

か

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

携

帯

電

話

等

か

ら

の

一

一

九

番

通

報

は

、

極

力

控

え

、

一

般

加

入

電

話

へ

通

報

し

て

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

通

報

の

際

は

、

な

る

べ

く

そ

の

場

を

動

か

ず

住

所

、

氏

名

、

目

標

物

等

を

は

っ

き

り

と

告

げ

て

く

だ

さ

い

。
な

お

、
携

帯

電

話

等

に

は

、

消

防

機

関

の

一

般

加

入

電

話

番

号

を

あ

ら

か

じ

め

短

縮

ダ

イ

ヤ

ル

登

録

し

て

お

く

こ

と

を

お

す

す

め

い

た

し

ま

す

。

●

佐

井

消

防

分

署

昔

⑩

ｎ
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国の規制緩和推進計画に基づいて、水道法の改正が行われ
４月１日から施行されました。

主な改正点
１。給水装置の構造・材質基準を明確化・性能基準化し、給水装置の

使用規制を見直しました。
２．指定給水装置工事店制度を全国統一的なものに見直しました。

給
水
装
置
の
構
造
と

材
質
の
選
定

こ
れ
ま
で
は
、
村
の
水
道
給
水

条
例
な
ど
に
よ
り
、
給
水
装
置
の

構
造
及
び
材
質
に
つ
い
て
、
地
域

に
適
合
し
た
器
材
を
指
定
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
全
国
一
律
の
具

体
的
な
性
能
基
準
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
は
廃
止
さ
れ
、

国
が
定
め
た
一
定
の
基
準
に
適
合

し
た
製
品
（
認
証
マ
ー
ク
の
あ
る

も
の
）
で
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で

も
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
水
道
工
事
な

ど
に
使
用

す
る
器
材

に
つ

い
て

は
、
水
道
の
利
用
者
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
使
用
器
材
と
工
法
に

つ
い
て
は
、
災
害
な
ど
に
よ
る
損

傷
を
防
止
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の

損
傷
の
復
旧
を
迅
速
か
つ
適
切
に

行
う
必
要
か
ら
、
配
水
管
か
ら
各

戸

の
メ
ー
タ
ー
ま
で
に
つ

い
て

は
、
村
が
指
定
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
水
道
工
事
を
計
画
し

て
い
る
方
は
、
工
事
内
容
、
給
水

器
具
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
直

接
水
道
工
事
店
と
よ
く
相
談
し
て

か
ら
工
事
を
進
め
る
よ
う
に
し
ま

指

定

給

水

装

置

工

事

事

業

者

制

度

●
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
所

こ
の
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
全
国
ど

こ
で
も
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
事
業
を
行
う
こ
と

が

で
き
ま
す
。

村
で
は
、
給
水
装
置
工
事
の
事

業
を
行
う
者
か
ら
指
定
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
、
次
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
と
き
は
地
域
に
関
係
な

く
指
定
し
ま
す
。

①

事
業
所
ご
と
に
給
水
装
置

工
事
主
任
技
術
者
を
置
く
こ

②

厚
生
省
令
で
定
め
る
機
械

器
具
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

③

一
定
の
欠
格
要
件
に
該
当

し
な
い
こ
と
。

●
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
、
事
業
所
ご
と
に
給
水
装
置
工

事
主
任
技
術
者
を
置
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
は
国
家
試
験
に
合
格
し
、
そ
の

免
状
を
持
つ
者
か
ら
選
任
さ
れ
た

も
の
で
す
。

★
村
で
は
、
水
道
利
用
者
の
給
水

装
置
が
、
村
又
は
指
定
給
水
装
置

工
事
で
あ
る
こ
と
を
供
給
条
件
と

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
「
供

給
条
件
」
に
違
反
が
あ
っ
た
場
合

は
、
給
水
契
約
の
拒
否
又
は
給
水

停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
建
設
課
水

道
係
へ
ど
う
ぞ
。

診

療

所

の

歯

科

休

診

五
月
一
日
か
ら

こ
の
た
び
歯
科
医
師
の
都
合
に

よ
り
、
五
月
一
日
か
ら
当
分
の
間

休
診
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
診
療
再
開
に
つ
い
て
は

追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

共通認証マー ク

このマークがあれば、給水器具

として自由に使用できます。

国家公務員採用試験のお知らせ

人事院では、国家公務員採用Ⅲ種試験（高校卒業程度）の募集を行います。

受付期間は６月２４囗（水）から７月１囗（水）までで（最終日消印有効）、

第１次試験は９月６日（囗）に行います。

なお、申込用紙は５月１８囗（月）から配布しますが、申込用紙の請求や受験

資格等の詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

問い合わせ先：人事院東北事務局 第二課 試験係

ＴＥＬ（０２２）２２１－２０２２



高

速

船

「

ほ

く

と
」

は

、

従

来

脇

野

沢

村

の

九

艘

泊

港

に

寄

港

し

て

い
ま

し

た

が

、

諸

般

の

事

情

に

よ

り

、

寄

港

し

な

い
こ

と

と

な

り

ま

し

た

の

で

、

お

間

違

い
の

な

い

よ

う

に

ご

利

用

く

だ

さ

い
。

な

お

、
「
ほ

く

と
」

の

荒

天

時

の
欠

航

は

、

従

来

に
引

き

続

き

防

災

無

線

で

の
放

送

は

し

ま

せ

ん

の

で

、

ご
利

用

予

定

の

お
客

様

は

左

記

へ

お
問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

下

北
汽

船

㈱
佐

井

営
業

所

公
⑨

９
乙
に
り
９

０

・｜方Ｊ＝＝～脇野沢～青森航路（ほくどｌ

運
航
時
刻
表

運

賃

表

脇野沢～蟹田航路（かもしか）

運 航 時 刻 表

献 血 の お 知 ら せ

村内における献血活動については、日頃から皆さんの

ご支援、ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

さて、移動採血車の巡回の日程が決まり、下記のとお

り１０年度第１回目の献血を実施することになりました。

皆さんの愛の献血、よろしくお願いします。

日 時 ５月２１日 （木）

午前 ９時半～正午／午後１時～ ３時

場 所 アルザス前

戸籍の窓口
４月１５日現在

○お誕生おめでとう

樋 囗 圭 介（達 也）古佐井

岩清水 翔 平（秀 一）古佐井

○ご結婚おめでとう

（東 出 節 男 磯 谷

島 野 恭 子 犬佐井

（北 田 正 人 大佐井

福 田 菊 子 矢 越

○おくやみ申し上げます

松 林 さ こ（ 昭 ）古佐井

坂 井 廣 治（広 幸）牛 滝

正 村 政 信（誡 一）犬佐井

宮 川 勇（と む）大佐井

小 澤 至（み よ）古佐井

船 越 元 勝（や す）牛 滝

坪 谷 照 一（は つ）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味で
掲載して欲しくない方は、届出の際、

係に申し出て下さい。

佐井村の人口 ３月３１日現在

男 １ ，６ ２ ３ （－２２）

女 １ ，６ ３ ４ （

計 ３ ，２ ５ ７ （－４９）

世 帯 数 １ ，０ ９ ３ （ １７）

（ ）内は前月比
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